
CFOの岡﨑です。
私から、2022年８月期第３四半期の業績、および
通期の業績見通しについて、ご説明いたします。





2022年８月期第３四半期９カ月累計の連結の
売上収益は１兆7,651億円、前年同期比3.9％増、
事業そのものの利益を示す事業利益は2,724億円、同12.1％増、
営業利益は2,710億円、同19.0％増と、増収、大幅な増益となりました。

事業利益、営業利益は、ともに過去最高を更新しており、
現地通貨ベースでも過去最高となっております。

親会社の所有者に帰属する四半期利益は2,378億円、同57.1％増と
大幅な増益となりました。
これは、金融収益・費用で外貨建資産の換算による為替差益など
781億円のプラスを計上したためです。
為替差益による押し上げを除いても、親会社の所有者に帰属する
四半期利益は、過去最高となっております。



次に、この第３四半期３カ月間の決算ハイライトをお伝えいたします。

第３四半期３カ月間の売上収益は5,461億円、前年同期比10.3％増、
営業利益は818億円、同36.5％増と、大幅な増収増益となりました。

為替が円安になったことで、売上、営業利益ともに
約５％押し上げられておりますが、その影響を除いても、
営業利益は過去最高を達成することができました。

４月に発表した直近の業績予想に対しては、現地通貨ベースで、
上回る結果となりました。
これは、海外ユニクロ事業、国内ユニクロ事業の業績が上回ったことによります。
ジーユー事業、グローバルブランド事業は、若干下回る結果となりました。

ユニクロ事業は、グローバルで、販売が好調だったことに加え、
値引きを抑制した商売を徹底したことで、売上総利益率が改善し、
営業利益は大幅な増益を達成いたしました。
なかでも、好調だった地域は、東南アジア、欧州、北米、日本です。

特に、欧州、北米では、ユニクロが強みにしているコア商品への支持が高まり、
リピート顧客が増えるなど、事業拡大の手応えを感じております。

グレーターチャイナのユニクロ事業は、
新型コロナウイルス感染症（以下、新型コロナ）による行動規制の影響で、
大幅な減収減益となりました。



ここからは第３四半期９カ月累計の連結損益計算書のポイントを
ご説明いたします。
売上収益は１兆7,651億円、前年同期比670億円の増収となりました。
これは主に、海外ユニクロ事業が1,016億円の増収となったことによります。

売上総利益率は52.6％と、同2.0ポイント改善いたしました。
これは主に、海外ユニクロ事業、国内ユニクロ事業で
粗利益率が改善したことによります。

売上高販管費率は37.1％と、同0.8ポイント上昇いたしました。
これは主に、国内ユニクロ事業、ジーユー事業で
販管費比率が上昇したことによります。

その他収益・費用ですが、ネットで13億円のマイナスとなっております。
これは、海外ユニクロ事業を中心に減損損失を149億円計上したことに加え、
為替差益などを計上したことによります。

これらの結果、営業利益は2,710億円、同19.0％増の大幅な増益となりました。



営業利益以下ですが、金融収益・費用は、ネットで
781億円のプラスとなっております。
これは主に、５月末の為替レートが１ドル128.2円と、期初の１ドル109.9円に対し、
約18円の大幅な円安となったことで、外貨建資産などの換算による為替差益を
778億円計上したことによります。

この結果、税引前四半期利益は3,492億円、前年同期比42.2％増、
親会社の所有者に帰属する四半期利益は2,378億円、同57.1％増となりました。



セグメント別の業績は、７ページのスライドの通りとなっております。



まず、国内ユニクロ事業の第３四半期３カ月間の業績について、
ご説明いたします。

売上収益は1,984億円、前年同期比8.7％増、
営業利益は381億円、同76.2％増の、大幅な増益となりました。

第３四半期３カ月間は、新型コロナの感染拡大が収束し、
外出ニーズにマッチした商品や、マーケティングで打ち出した
コア商品が好調な販売となりました。

また、粗利益率、販管費比率がともに改善したことで、大幅な増益を
達成しております。



第３四半期３カ月間の既存店売上高は、前年同期比7.8％増となりました。

外出ニーズの高まりに伴い、感動ジャケット・感動パンツや
シャツ、ブラウスの販売が好調だったことに加え、
気温の上昇に伴い、ＴＶＣＭで打ち出したエアリズムインナー、ブラトップ、
トレンドの鮮やかなカラーを使ったＴシャツなどの販売が好調でした。
また、ゴールデンウィーク商戦や感謝祭が盛況で、
４月、５月は大幅な増収と、特に好調でした。

なお、６月の既存店売上高は、すでにお知らせしている通り、
10.2％減となりました。
これは、感謝祭の開催時期が前年は６月だったことに対し、
今年は５月27日から実施したため、感謝祭の売上の一部が
５月に月ずれしたことによります。
５月と６月の合計の既存店売上高は、前年同期に比べて増収と、好調でした。



国内ユニクロ事業の第３四半期３カ月間の粗利益率は55.6％と、
前年同期比3.9ポイント改善いたしました。

これは、値引き販売を抑制したことによる値引率の改善に加え、
欧米をはじめ海外ユニクロ事業の売上の急回復に伴って
ロイヤリティ収入が増加したためです。

値引率が大幅に改善した背景としては、
期初の計画に沿って、販売価格のコントロールを徹底したこと、
また、生産や物流の遅延の影響で、
一部の夏物商品の投入が後ろ倒しになったことにより、
第４四半期に限定値引き販売などのプロモーションがずれ込んだためです。

原価率は、原材料や輸送費の高騰の影響で、
若干悪化し始めておりますが、現段階においては、
値引率の改善で吸収できております。



販管費比率は37.0％と、前年同期比1.4ポイント改善いたしました。

比率が改善した主な項目は、人件費、物流費です。

人件費比率が改善した主な理由は、売上が好調だったことに加え、
倉庫から店舗へ在庫を投入するタイミングや
数量の精度を高めたことなど、
店舗オペレーションを効率化できたことによります。

店舗人件費については、この下期に、
パートタイム・アルバイトスタッフの時給を平均で約３％アップしておりますが、
競争力のある給与水準にするために、この秋から、時給をさらに、
地域によっては10％から最大で30％程度アップしていきたいと考えております。
これはユニクロだけでなく、ジーユーも同様の方針です。

物流費比率は、売上増加に伴う固定費比率の低下に加え、
自動倉庫の効率化が進んだことで改善いたしました。

一方で、広告宣伝費や減価償却費は比率が上昇しております。
これは、中長期を見据え、ブランディング強化のために広告宣伝費を
増やしたこと、自動倉庫などへの戦略的な投資を実施していることによります。



次に、海外ユニクロ事業について、ご説明いたします。

第３四半期３カ月間の売上収益は、2,480億円、前年同期比13.9％増と、
大幅な増収となりました。
値引き販売を抑えたことで、粗利益率が改善し、事業利益は380億円、
同17.8％増と大幅な増益となりました。
第３四半期３カ月間で減損損失85億円を計上したことから、
営業利益は同5.6％増にとどまりました。
なお、現地通貨ベースでは、売上収益は増収、事業利益は増益となっております。

地域別では、その他アジア・オセアニア地区、北米、
ロシアを除く欧州はいずれも大幅な増収増益と好調な業績となりました。
グレーターチャイナは、新型コロナに伴う行動規制の影響を大きく受け、
大幅な減収減益となりました。

４月に発表した業績予想に対しては、グレーターチャイナは予想を下回りましたが、
その他の地域が予想を上回っており、海外ユニクロ事業全体では、
現地通貨ベースでも予想を上回る水準となっております。

地域別の詳細は、次のスライドでご説明いたします。
なお、地域別の業績については、実態を正しくご理解いただくために、
すべて現地通貨ベースでご説明いたします。



グレーターチャイナの第３四半期３カ月間は、大幅な減収減益となりました。

中国大陸は、大幅な減収減益となりました。
３月から５月にかけて、上海を中心に最大で169店舗が臨時休業するなど、
新型コロナに伴う行動規制が強化されたことで、売上は落ち込みました。
また、Ｅコマース売上高も外出自粛によるアパレルへの購買意欲の低下により、
大幅な減収となりました。

ただし、６月は、ロックダウンの解除に伴い、店舗の営業が再開されたことで、
売上は増収と回復傾向にあります。
特に、行動規制が緩和された地域の売上回復が著しく、
上海、蘇州、広州などでは、既存店売上高は２桁の増収となっております。
また、中国大陸最大のＥコマース商戦の１つである618商戦は
過度な値引きに頼らない商売を行いながら、
アパレルの中で１位の売上を達成いたしました。
６月以降、売上が回復してきた背景としては、店舗の営業ができない時期にも、
ＴＶＣＭやＳＮＳなどでマーケティングを継続したことや、地域ごとに展示会を
開催し、ユニクロのLifeWearを訴求し続けたことが奏功したためです。
販売が好調な商品としては、Ｔシャツやポロシャツ、
ショートパンツといった夏物コア商品です。



韓国は増収増益となりました。
４月中旬に新型コロナに伴う行動制限が撤廃されたことや、
気温が上昇したことで、外出ニーズが回復し、Ｔシャツやポロシャツなど、
夏物商品の販売が好調でした。
粗利益率は主に値引き販売が減少したことで改善、
販管費比率は増収となったことで改善いたしました。



その他アジア・オセアニア地区の第３四半期３カ月間は、大幅な増収増益、
過去最高の業績を達成いたしました。
Ｅコマース売上高も、約２割の増収となっております。

その他アジア・オセアニア地区では、新型コロナに伴う行動規制の緩和により、
外出ニーズが回復したことに加え、観光客も徐々に戻り始めたことで、
すべての国で既存店売上高は増収となりました。
特に、マレーシア、フィリピン、インドネシア、シンガポールの既存店売上高は、
新型コロナの影響がない３年前を上回る水準と、好調です。
商品面では、アンクルパンツ、ショートパンツ、シャツ、ＵＶカット群などの
販売が好調でした。

粗利益率は値引き販売を抑制したことで改善、販管費比率は、
売上が好調だったことや継続的な経費コントロールの強化により、
改善しております。

ユニクロのプレゼンスが強いその他アジア・オセアニア地区では、
新型コロナの収束に伴い、業績が順調に回復してきております。



北米の第３四半期３カ月間は、大幅な増収、黒字化いたしました。
これは、米国、カナダともに業績が大きく改善していることによります。

米国は大幅な増収、黒字化いたしました。
既存店売上高は新型コロナの影響がない３年前を上回る水準と好調です。
これは、Ｔシャツやタンクトップ、ショートパンツなどの、コア商品を中心に
情報発信を継続的に行ってきたことに加え、
これらの商品が米国のお客様に支持され始めたことによります。

粗利益率は、値引き販売を抑制できたことで、大幅に改善いたしました。
これは、商品発注、販売期間および在庫水準などのコントロールの精度が
高まったことによります。
販管費比率も、大幅に改善しております。これは、増収となったことで、
比率が改善したことに加え、自動倉庫の活用により物流費を削減できたこと、
不採算店舗の閉店など、経費構造改革の効果が出ていることによります。



ロシアを除く欧州の第３四半期３カ月間は、大幅な増収、黒字化いたしました。
既存店売上高は、３年前の水準を大幅に上回っております。

LifeWearの浸透が進み、顧客層が広がったことに加え、
お客様のニーズにマッチした商品を取り揃えることができたため、
大幅な増収を達成いたしました。
また、新型コロナに伴う行動規制の解除により、アパレル需要が回復していること、
観光客需要が盛り上がったことも、追い風となりました。
商品面では、シャツやボトムス、ソックスなどのコア商品に加え、
外出ニーズを捉えたことで、コートやジャケットなど、アウターの販売も好調でした。

粗利益率は、値引き販売を抑制したことで、改善いたしました。
また、継続的な経費コントロールにより、販管費比率も大幅に改善した結果、
２桁の営業利益率を達成いたしました。



次に、ジーユー事業の第３四半期３カ月間の業績ですが、
売上収益は677億円、前年同期比0.7％減、
営業利益は84億円と、ほぼ前年並みの業績となりました。

減収となった主な要因は、シーズン初めの３月に気温が低下したことで
春物商品の販売に苦戦したことに加え、生産や物流の遅延の影響を受け、
キャンペーン商品をタイムリーに投入することができず、
販売機会ロスが生じたことによります。
商品面では、カラースラックス、ライトデニムタックワイドパンツ、
スウェット風のＴシャツなど、トレンドを捉えた商品の販売が好調でしたが、
タイムリーに必要な量を投入することができず、
売上を伸ばし切ることができませんでした。



次に、グローバルブランド事業の第３四半期３カ月間の業績について、
ご説明いたします。
売上収益は310億円、前年同期比19.5％増、
営業利益は３億円の赤字、前年同期に比べて赤字幅は縮小いたしました。

セオリー事業は、増収減益となりました。
減益となった要因は、上海のロックダウンにより、
中国大陸を中心としたアジア事業が減収減益となったことによります。
米国事業は、増収となりましたが、物流費の高騰により、
営業利益は前年並みとなりました。
日本事業は、増収増益となりました。

プラステ事業は、売上はほぼ前年並み、営業利益は若干の増益でした。
ブラウスやパンツ、ワンピースなどの販売が好調でしたが、
生産や物流の遅延の影響を受け、欠品が生じたことで、
売上を十分に拡大することができませんでした。

コントワー・デ・コトニエ事業は増収、赤字幅は大幅に縮小いたしました。
不採算店舗の閉店を中心とした事業構造改革を進めた結果、
販管費比率が大幅に改善いたしました。



次に、2022年５月末のバランスシートをご説明いたします。

資産合計は２兆8,595億円、前年同期末比3,673億円増加、
負債合計は１兆3,692億円、同365億円増加、
資本合計は１兆4,903億円、同3,307億円増加いたしました。

資産合計の増減の詳細については、次のスライドでご説明いたします。



資産合計が前年同期末比3,673億円増加した主な要因をご説明いたします。

現金及び現金同等物は、同1,917億円増加いたしました。
これは、ユニクロ事業を中心に営業キャッシュ・フローが増加したことによります。

棚卸資産は、同70億円増加いたしました。
事業別では、海外ユニクロ事業は276億円増加いたしました。
これは主に、グレーターチャイナで売上が計画を下回ったことから、
春夏商品を中心に在庫がやや過剰となったことに加え、
人民元に対し円安になったことから円ベースでの在庫金額が
増加したことによります。
その他の地域は、在庫が若干増加しておりますが、
これは事業の拡大によるもので適正な水準となっております。

国内ユニクロ事業は231億円減少いたしました。
これは、主に生産や物流の混乱により一部の夏物商品の入庫が
遅延した影響によります。



次に、キャッシュ・フローですが、
営業活動によるキャッシュ・フローは3,386億円の収入、
投資活動によるキャッシュ・フローは907億円の支出、
財務活動によるキャッシュ・フローは1,748億円の支出となりました。
また、為替が円安になったことで、
現金及び現金同等物に係る換算差額が1,181億円発生しております。

これらの結果、現金及び現金同等物の期末残高は期首に比べ、1,911億円増加し、
１兆3,689億円となっております。



次に、2022年８月期の通期業績予想について、ご説明いたします。

通期の売上収益は２兆2,500億円、前期比5.5％増、
事業利益は2,950億円、同15.4％増を見込んでおります。
その他収益・費用は、第４四半期にユニクロ事業を中心に減損損失や
除却損・閉店損などが発生するリスクを織り込み、
50億円のマイナスを予想しております。
この結果、営業利益は2,900億円、同16.5％増を見込んでおります。
事業利益、営業利益ともに過去最高を更新する見込みです。

４月に発表した業績予想に対しては、売上収益で500億円、事業利益で150億円、
営業利益で200億円、上方修正いたしました。
これは、第３四半期３カ月間の業績が好調で、現地通貨ベースでも業績予想を
上回る進捗となっていることに加え、円安が進行していることから、
第４四半期の業績予想の為替レートの前提を見直したことによります。

金融収益・費用は、急激に円安が進んでいることから、５月末の為替レート
１ドル128.2円を期末の為替レートの前提とし、781億円のプラスを
見込んでおります。
この結果、親会社の所有者に帰属する当期利益は2,500億円、同47.2％増を
見込んでおります。



次に、セグメント別の通期の業績予想について、ご説明いたします。

海外ユニクロ事業は、下期、通期ともに大幅な増収増益となる見込みです。
現地通貨ベースでも、増収増益となる予想です。

海外ユニクロ事業の地域別の業績については、
実態を正しくご理解いただくために、すべて現地通貨ベースでご説明いたします。

グレーターチャイナは、下期、通期ともに減収、大幅な減益となる見込みです。
これは新型コロナによる行動規制の影響を受け、第３四半期９カ月累計で
減収、大幅な減益となったためです。

ただし、中国大陸、香港、台湾ともに、６月以降は、行動規制の緩和に伴い、
売上が回復しており、第４四半期３カ月間では、
大幅な増収増益となる見込みです。



韓国は、下期、通期ともに増収増益となる見込みです。第４四半期３カ月間も
好調な販売が継続することを見込んでおります。

その他アジア・オセアニア地区は、下期、通期ともに
大幅な増収増益となる見込みです。
第４四半期３カ月間も、すべての国で好調な業績となる見込みで、
売上、利益ともに大幅に拡大する予想です。
新型コロナの影響がない2019年８月期に対しては、２桁の増収増益と、
過去最高の業績を見込んでおります。

ロシアを除く欧州は、第４四半期３カ月間も引き続き好調な販売となっております。
この結果、下期は大幅な増収、前年の赤字から黒字となる見込みです。
通期でも、大幅な増収、営業利益は黒字化、２桁の営業利益率を
達成できる見込みです。

北米は、下期、通期ともに大幅な増収増益、黒字化する見込みです。
足元でも想定を上回る好調な販売が継続しており、通期で営業利益率は
１桁後半の水準を達成できる予想です。



国内ユニクロ事業は、下期は若干の増収、営業利益は大幅な増益を
見込んでおります。通期では、上期の減収減益幅が大きかったことから、
若干の減収、営業利益は前年並みとなる見込みです。

第４四半期３カ月間の売上収益は、感謝祭の期ずれの影響により、
減収となることを見込んでおります。
営業利益は、大幅な増益となる予想です。これは値引率の改善に加え、
海外ユニクロ事業の売上回復によるロイヤリティ収入の増加により、
粗利益率が改善することを見込んでいるためです。

第４四半期３カ月間では、生産や物流の遅延により、
販売時期がずれ込んだ商品の消化を強化する予定ですが、
ユニクロはベーシックな商品、通年で販売できる商品が多いため、
翌期にも価値を維持できる商品は、過度な値引きを行わず、
販売していく計画です。このため、値引率は前年同期比で改善できる予想です。

ジーユー事業は、下期は若干の増収、前年並みの営業利益となる見込みです。
第４四半期３カ月間は、生産や物流の遅延によりタイムリーに投入できなかった
商品の値引き販売を強化するため、前年並みの赤字となる予想です。
ただし、これにより期末の在庫水準は、適正水準を維持できる見込みです。

ジーユー事業は通期では、減収、大幅な減益となる見込みです。

なお、ユニクロ、ジーユーともに、遅延していた商品については、６月以降に
順次入荷しており、現時点で、生産や物流の遅延の影響は
軽微となっております。



グローバルブランド事業は、下期は増収、事業利益は黒字化する見込みです。
営業利益は、前年下期にJ Brand法人の清算益を計上したことから、
前年同期比で減益の予想です。
通期では、大幅な増収、黒字化することを見込んでおります。



最後に、2022年８月期の１株当たり配当金について、ご説明いたします。

期末配当金は、４月に発表した１株当たり280円から増額し、１株当たり340円を
見込んでおります。これは、前年に対し、100円の増配となっております。

すでに実施した１株当たり中間配当金280円と合わせて、年間配当金は620円を
予想しております。 年間では140円の増配となっております。

なお、配当性向については、約25％となる見込みですが、
外貨建資産の円換算による一時的な為替換算益の影響を除くと、約33％と、
過去と同等の水準を維持しております。

以上で私からの説明を終わります。ありがとうございました。








